
京
北
町
と
の
合
併
を
契
機
と
し
て
、
都

市
住
民
に
農
山
村
の
魅
力
を
紹
介
し
、
農

山
村
と
都
市
が
共
存
す
る
豊
か
な
京
都
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
平
成
１７
年

５
月
２８
日
、
京
都
市
役
所
前
広
場
で
、

「
京
都
市
・
京
北
町
合
併
記
念
農
林
業
ま

つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
日
差
し
の
下
、
京

北
地
域
か

ら

１６
団

体
、
そ
の

他
の
京
都

市
内
か
ら

３０
団
体
の

計
４６
の
農

林
業
団
体

が
出
店
し

ま
し
た
。

地
元
産
の

朝
ど
り
野

菜
や
山
菜

加
工
品
、

木
工
加
工

品
等
の
販

売
コ
ー
ナ

ー
、
焼
鳥

に
地
ビ
ー
ル
、
プ
リ
ン
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
も
あ
る
食
事
コ
ー
ナ
ー
、
北
山
杉
の
磨

き
丸
太
体
験
や
杉
の
華
染
め
、
丸
太
切
り

競
争
な
ど
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
し
、

会
場
は
朝
か
ら
家
族
連
れ
な
ど
約
５
千
人

の
市
民
で

に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
市
民
か
ら
は
「
新
鮮
な

野
菜
が
手
に
入
っ
て
う
れ
し
い
。
緑
豊
か

な
農
山
村
に
魅
力
を
感
じ
る
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
明
治
維
新
時
に
官
軍
側
に
つ
い

て
幕
府
軍
と
戦
っ
た
京
北
地
域
の
農
兵
隊

の
伝
統
を
現
在
に
伝
え
る
山
国
隊
軍
楽
保

存
会
が
、
鼓
笛
演
奏
を
披
露
。
は
か
ま
を

羽
織
っ
た
約
３０
名
の
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
行
進
は
、
会
場
に
つ
め
か
け
た
市

民
か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
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４
月
１
日
の
京
都
市
と
京
北
町
と
の
合

併
に
伴
い
、
右
京
区
京
北
地
域
の
農
林
業

の
振
興
を
担
う
組
織
と
し
て
「
京
都
市
京

北
農
林
事
務
所
」
を
新
た
に
設
置
し
ま
し

た
。京

北
農
林
事
務
所
は
、
京
北
合
同
庁
舎

内
（
旧
京
北
町
役
場
）
に
あ
り
、
所
長
以

下
１６
名
の
職
員
が
京
北
地
域
の
農
林
業
振

興
の
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
当
事
務

所
は
、
農
政
、
林
政
及
び
施
設
の
３
分
野

を
担
当
す
る
組
織
と
な
っ
て
お
り
、
各
担

当
の
事
務
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会

に
つ
い
て
は
、
合
併
後

も
「
京
都
市
京
北
農
業

委
員
会
」
と
し
て
存
続

し
、
京
北
農
林
事
務
所

内
に
事
務
局
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
取

り
扱
う
事
務
内
容
は
、

合
併
前
と
同
じ
く
農
地

の
転
用
や
貸
し
借
り
の

手
続
き
な
ど
で
す
。

今
後
、
当
事
務
所
で
は
、
山
間
高
冷
地

と
い
う
地
理
的
条
件
を
利
用
し
た
野
菜
栽

培
や
「
木
の
地
産
地
消
」
運
動
の
展
開
を

通
じ
て
豊
か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
地

域
活
性
化
の
た
め
の
取
組
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

農
業
用
施
設
、
林
道
の
整
備
や
維
持

管
理
の
ほ
か
、
農
業
集
落
排
水
事
業

や
里
道
・
水
路
等
に
関
す
る
事
務

施設担当

林
業
の
経
営
改
善
や
林
業
労
働
者

に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
森
林
施

業
計
画
の
認
定
や
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
等
に
関
す
る
事
務

林政担当

農
業
の
経
営
改
善
や
担
い
手
育
成

に
対
す
る
支
援
の
ほ
か
、
水
田
の

生
産
調
整
や
中
山
間
直
接
支
払
い

制
度
等
に
関
す
る
事
務

農政担当
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野
菜
作
り
が
盛
ん
な
市
内
で
は
、
古
く
か
ら
畑
に
堆
肥
等
を
施
す
こ
と
で
土

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
っ
て
、
化
学
肥
料
が

多
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
も
と
も
と
生
産
力
の
低
い
所
で
も
飛
躍
的
に
収
穫

量
が
向
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
、
土
壌
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

土
壌
中
に
硝
酸
態
窒
素
や
リ
ン
酸
な
ど
の
肥
料
成
分
が
過
剰
に
蓄
積
し
、
人
間

で
言
え
ば
生
活
習
慣
病
の
よ
う
な
畑
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
態
で
は
土
壌
病
害
を
助
長
し
か
ね
ま
せ
ん
。

人
間
で
も
体
調
が
悪
け
れ
ば
健
康
診
断
を
行
う
よ
う
に
、
土
壌
に
お
い
て
も
、

土
壌
分
析
を
行
い
土
壌
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、
現
状
に
あ
っ
た
施
肥
を
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

近
年
は
、
食
の
安
全
・
安
心
や
地
域
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
消
費
者
の
関

心
が
高
く
、
硝
酸
態
窒
素
が
蓄
積
し
た
野
菜
の
人
体
へ
の
影
響
や
、
作
物
に
吸

収
さ
れ
ず
に
畑
か
ら
流
出
し
た
硝
酸
態
窒
素
に
よ
る
地
下
水
の
汚
染
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
健
全
な
土
壌
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

京
都
市
で
は
、
近
隣
で
手
に
入
る
堆
肥
の
成

分
や
土
壌
分
析
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
、

「
バ
イ
オ
マ
ス
（
有
機
物
）
を
利
用
し
た
土
づ

く
り
の
手
引
き
」
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
是

非
御
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
環
境
に
や
さ
し
い

土
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「バイオマス（有機物）を利用した土づくりの手引き」

京
都
市
内
の
農
業
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
一
筆
の
農
地
に
数
種
類
の
野
菜
が
作

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
あ
る
野
菜
に
登
録
が
あ

る
農
薬
を
散
布
し
た
つ
も
り
で
も
、
そ
れ

が
飛
散
（
ド
リ
フ
ト
）
し
て
登
録
の
な
い

他
の
野
菜
に
付
着
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
左
図
の
と
お
り
防
止
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
学
校
、
病
院
、
住
宅
に
近
接

す
る
農
地
で
は
、
人
手
に
よ
る
害
虫
の
捕

殺
や
防
虫
網
等
の
物
理
的
方
法
な
ど
を
活

用
し
、
農
薬
使
用
回
数
の
削
減
に
努
め
、

使
用
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
立
札
を
立

て
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

（「農薬散布時のドリフト防止対策ガイダンス」より抜粋）

・風向きに注意し, 風が強いときは散布しない。
・散布は日中を避け, 風の弱い早朝か夕方に行う。

感水紙（水滴が付着すると変色する紙）などでドリフ
トが防げているかを確認する。

○農地での対策（近接作物に係る対策）
・緩衝地帯の設置
境界域に緑花木やソルゴー等を植栽する。

・遮へいシート・ネット等の設置
ビニルシートや目の細かいネットを設置し遮へい
する。または, 近接作物をシートで一時的に覆う。

・散布区域の端部での散布には十分注意する。
○散布機での対策
・散布位置の適正化
・散布圧力を上げすぎない。
・散布ノズルの交換
○農薬での対策
・飛散の少ない農薬（粒剤やＤＬ剤等）を選択する。
・散布量・散布回数の低減
効果の高い農薬や効果の持続する農薬を使用し,
適期散布を行う。
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効
果
が
十
分
で
な
い
場
合
は
追
加
の
対
策
を
検
討
す
る
。



去
る
平
成
１７
年
４
月
２３
・
２４
日
、
京
都

市
勧
業
館
（
み
や
こ
め
っ
せ
）
に
お
い
て

『「
京
・
ゆ
め
・
花
文
化
」
〜
心
に
花
と
緑

を
〜
』
を
テ
ー
マ
に
、
第
３６
回
花
と
緑
の

市
民
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
洗
練
さ
れ
た
技
術
に
よ
り

作
り
出
さ
れ
た
切
花
や
鉢
物
・
苗
物
、
装

飾
作
品
等
が
数
多
く
飾
ら
れ
て
お
り
、
特

に
会
場
中
央
に
は
実
行
委
員
会
構
成
団
体

及
び
協
賛
団
体
の
装
飾
技
術
の
粋
を
集
め

た
大
装
飾
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人
の
目

を
ひ
と
き
わ
引
き
付
け
て
い
ま
し
た
。

講
習
会
場
で
は
、
例
年
の
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
や
お
し
花
教
室
等
に
加
え
、「
子
ど
も
向

け
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
」
を

開
催
し
、
子
ど
も
な
ら
で
は
の
生
き
生
き

と
し
た
感
性
豊
か
な
作
品
の
数
々
に
、
講

師
の
先
生
も
目
を
見
張
っ
て
い
ま
し
た
。

市
民
フ
ェ
ア
は
両
日
と
も
天
候
に
恵
ま

れ
、
花
と
緑
が
溢
れ
る
会
場
は
２
日
間
で

約
１
万
７
千
５
百
人
も
の
市
民
の
来
場
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

京
都
市
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介 

京
都
市
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介 

京
都
市
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介 

京
都
市
で
は
、
経
営
感
覚
に
富
ん
だ

農
業
青
年
を
育
成
す
る
た
め
、
農
業
後

継
者
組
織
で
あ
る
「
京
都
市
農
業
青
年

ク
ラ
ブ
」
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
都
市
農
業
を
守
り
育

て
る
た
め
の
農
業
技
術
の
開
発
、
知
識

の
習
得
、
情
報
の
交
換
及
び
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
５７
年
２
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
は
、
市
内
の
農
業
従
事
青
年

で
構
成
さ
れ
（
現
在
会
員
２４
名
）、
昨
年

度
は
、
カ
ラ
ー
コ
―
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

田
中
素
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
お
い

し
さ
を
誘
う

色
の
活
用
法

に
つ
い
て
研

修
し
た
ほ
か
、

恒
例
と
な
っ

て
い
る
「
京

の
農
林
秋
ま

つ
り
」
に
参

加
し
「
も
ち

つ
き
」
を
行

う
な
ど
、
消
費
者
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
の
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

京
都
市
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
で
は
、
新

規
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

研
修
会
へ
の
参
加
だ
け
と
い
う
方
も
大

歓
迎
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉 
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